
 

 

 

 

 

 

 

 ｘｒｄｍｌファイルのｄｅｆｏｃｕｓ曲線の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 無配向試料の極点図データからｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線が作成されるが、 

 バックグランドもｄｅｆｏｃｕｓの影響を受けます。 

 本データはピーク極点図と２θ角度を－３度位置のバックグランド極点図を測定して頂いた 

データですがピーク極点図は、理想的なＴｅｎｃｋｈｏｆｆ曲線を描いているがバックグランド曲線は

異常である。 

極点処理は、ブラックボックス的な処理ではなく、測定データを吟味しなければなりません。 

トリガはＯＤＦ解析結果のＲｐ％です。 

 CTRソフトウエアでは、バックグランド修正機能を備えています。 

 ｘｒｄｍｌデータでも機能します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１７年０４月０１日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 光学系補正の為に、無配向試料の測定が行われる。 

 通常、ピーク角度から±３度離れた２θ角度でバックグランド測定が行われる。 

 バックグランド位置で極点測定を行い、バックグランド強度をどのように決定するか考える。 

  

｛１１０｝極点図のピーク極点図とバックグランド極点図を比較する 

ピーク極点図２θ角度＝４０．５１ｄｅｇ 

バックグランド２θ角度＝３７．５１ｄｅｇ 

ピーク極点図   バックグランド極点図 

 

α角度毎の最大、平均、最小値プロファイル 

 ピーク極点図     バックグランド極点図 

 

 

 ｋβの影響を受けている可能性があります。 
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｛２００｝極点図のピーク極点図とバックグランド極点図を比較する 

ピーク極点図２θ角度＝５８．６ｄｅｇ 

バックグランド２θ角度＝５５．６ｄｅｇ 

 

 

｛２１１｝極点図のピーク極点図とバックグランド極点図を比較する 

ピーク極点図２θ角度＝７３．６ｄｅｇ 

バックグランド２θ角度＝７０．６ｄｅｇ 

 

 

 

 



このような極点図をＸＴＲソフトウエアで接続すると 

 

 

 

 

バックグランドに異常が見られます。 

バックグランド修正モードとし  

パラメータ（スリット幅、２θ角度）を工夫してｆｉｔｔｉｎｇを行うと異常バックグランドデータ修正が可能 

 


